
  

 

 

 

 

 
保健分野における人道支援研修（H.E.L.P.）を開催 

 

９月４日（月）から９月 15 日（金）まで、日本赤十字看護大学主催、赤十字国際委

員会及び日本赤十字社共催で保健分野における人道支援研修「H.E.L.P.1 in Tokyo 2023」 

を開催しました。 

 

■ウクライナ・トルコ・シリアの赤十字職員が来日し、研修に参加 
 

武力紛争や自然災害等の緊急時に人道支援に携わっているアジア大洋州地域や欧州

などの 12か国 20名の参加者が、実際の支援活動中に直面するであろう様々な課題を解

決するために必要な知識や公衆衛生などの知識、倫理的行動規範を学びました。参加者

の中には、今まさにウクライナ人道危機やトルコ・シリア地震において活動している現

地の赤十字・赤新月社職員もいました。 

 

 

■世界人道支援の最前線から～研修参加者の声 

● シリア赤新月社 ヒンド・バクール医師 

シリア・ダマスカス出身。ダマスカス大学卒（専攻：医

学、公衆衛生学）、医師の資格を持つ。 

WHO でマラリアや感染症対応、慢性疾患への対応や、シリア

保健省での様々な保健医療事業に携わる。2014 年、シリア

赤新月社入社。ダマスカス支部で巡回診療支援を担当。2017

年～シリア赤新月社の CBHFA2コーディネーターとして勤務。

トルコ・シリア地震では、避難者への救援物資の配布、医療

のサポートが必要な被災者を診療所等につなげる活動、避

難所の清掃や教育活動をボランティアと共に実施。 

 

○H.E.L.P.研修に参加しようと思った理由は何ですか？ 

シリア赤新月社の地域医療プログラムのコーディネーターとして、私は地域社会が対

応計画の大黒柱でなければならないと信じています。とりわけ、今回の研修で学んだ経
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験を活かして、地域社会が緊急事態への備えに主体的に取り組むことができるように、

私自身の知識を向上させたいと考えて参加しました。さらに、研修で得た経験を医療サ

ービス部門の同僚にも伝えていくことで、医療サービス部門全体としての対応能力の向

上にも寄与したい理由です。 

 

○今後の担当業務にどう活かしたいですか？ 

研修で学んだことを、緊急対応時において、保健分野やその他全ての分野でも活かし

ます。地域と医療提供体制の両レベルにおいて整合性のある保健分野における緊急時対

応計画を策定しながら、緊急対応に従事するスタッフやボランティアの対応能力の向上

と相乗効果をもたらせ、シリア赤新月社の対応計画に積極的に取り入れます。 

 

○日本の皆さんへのメッセージをお願いします 

感謝しています。 この H.E.L.P.研修は非常に重要であり、私は人道の精神が世界で

最も重要なものだと信じています。 日本赤十字社が開催した研修に参加できたこと、

日本から私たちを支援して下さる方々に、言葉では言い表せないほど感謝しています。 

日本赤十字社は、人道支援活動においてその先駆的な活動からロールモデルだと考えて

おり、シリア赤新月社への支援は先駆的なものでした。本当に有難いです。 

 

● ウクライナ赤十字社 イリーナ・マルティニュウクさん 

ウクライナ・リヴィウ出身。リヴィウ工科大学卒業後、教

育関連企業などで事業管理やマネジメントを担当し、2022年

2 月のウクライナ人道危機以降、被災した人々のための人道

支援活動を志し、ウクライナ赤十字社に入社。現在、同赤十

字社本社で、巡回診療チームの西部地域マネージャーを務め、

医療が必要な人々に支援を届けられるよう巡回診療チームの

迅速な配備に従事。 

 

 

 

○H.E.L.P.研修・赤十字社に参加しようと思った理由は何ですか？ 

ウクライナは変わってしまいました。この人道危機から、ウクライナの人々や社会、

国をサポートしたかったのでウクライナ赤十字社で働くことにしました。緊急救援の仕

組みを理解し、課題により適切に対応する力が必要と考え、幅広い保健の知識を身につ

けたかったので、今回の研修に参加することができとても感謝しています。 

 

○今後の担当業務にどう活かしたいですか？ 

研修後は、ウクライナ人道危機における、人道対応計画の作成に参画する予定です。 

 キーウにある本社の巡回診療チームで働いていますが、この研修で学んだことを同僚

にも伝えたいです。アセスメントの大切さ、どの種類のアセスメントが適切かを考え、

自分の部署だけでなく、組織横断的に他の部門のことを知ることが大切となります。全

ての部門で活かしていきたいです。 

 

○日本の皆さんへのメッセージをお願いします 

ウクライナの状況は日々変化しています。皆さんからの温かい支援のお陰で、助けが

必要なウクライナの人々の支援が継続できています。有難うございます。 

 



● トルコ赤新月社 メルベ・アイ・クラビホオラルテさん 

トルコ・ブルサ出身。2019 年、トルコ赤新月社入社。公

衆衛生・心理社会サービス部門の緊急医療支援ユニット長

を経て、現在は保健部門のユニット長として、新型コロナ

ウイルス感染症対応や国内の医療事業、国内災害における

公衆衛生関連事業の調整を担当。2022年にはパキスタンで、

国際赤十字・赤新月社連盟の緊急時公衆衛生コーディネー

ターとして洪水対応に従事。今年２月のトルコ・シリア地

震では、緊急対応として保健、水・衛生部門、心理社会的支

援等の調整業務や現地でのニーズ調査、復興計画のための

調査等に従事。 

 

○H.E.L.P.研修・赤十字社に参加しようと思った理由は何ですか？ 

トルコ赤新月社の一員として、今回の研修で実践的なツールを学び、現在の地震対応

だけでなく、将来の地震対応に活かしたいからです。併せて、トルコ赤新月社の緊急時

の医療支援体制の発展に貢献したいと考えています。 

 

○今後の担当業務にどう活かそうとしていますか？ 

今回の研修を受講して学んだ観点から、緊急時における公衆衛生に関する現在の緊急

対応システムを振り返って評価し、向上させていきたいです。 

 

○日本の皆さんへのメッセージをお願いします 

日本もまた地震大国です。私はその点からも、2023 年２月６日の地震で私たちが経

験した痛みを、日本の皆さんとは分かち合うことができると感じています。皆さんから

の支援がどれほど力強く、支えになったか。とても素晴らしいことだと思います。日本

赤十字社は、発災直後から明確に力強く連帯感を示してくれました。日本の皆さんと日

本赤十字社の皆さんの支援のお陰で、地震の被害にあった多くの人々に支援を届け続け

ることができていて、本当に感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

2023年トルコ・シリア地震救援について、詳しくはこちら。 

ウクライナ人道危機救援について、詳しくはこちら。 

地域の病院で医者と話すイリーナさん 

ⓒウクライナ赤十字社 

アレッポの避難所で CBHFA 活動中のヒンドさん 

ⓒシリア赤新月社 

https://www.jrc.or.jp/international/results/turkey_syria_jrcs.html
https://www.jrc.or.jp/international/results/ukraine_jrcs.html


 
 

1 H.E.L.P.（Health Emergency in Large Populations） 

1986 年に赤十字国際委員会が世界保健機関、ジュネーブ大学と連携して作ったアカデミアと人道支援の

現場をつなぐ研修コース。現在、世界８か国で開催しています。対象者は、人道支援の現場での活動経験

のある方で、政府機関、大学、赤十字、国際機関、NGO 等から広く参加しています。 

 
2 CBHFA（Community Based Health and First Aid） 

赤十字が開発した地域住民参加型保健活動。地域ごとの異なる保健課題（衛生環境はどうか、どんな食物

から栄養を取るか、母子の健康を守るために何が必要か、出血した時の安全な対応等）について、地域で

活動するボランティアと一緒に地域住民に伝えていくもの。地域の人々が自らの力で健康を守り、将来に

わたって持続的に向上させていくアプローチ。 

メールマガジン『赤十字国際ニュース』 

 赤十字が世界中で行っている人道支援活動の最前線と 

それをとりまく最新ニュースをメールでお届けします。 

 メールマガジンへの登録は、左の画像を クリック  

して頂くか、QRコードを読み込んで頂いた先の登録 

フォームからお願い致します。 

https://ek21.asp.cuenote.jp/mypage/regist/TbRbbRRgT33TRbYgn&linksource=pdf

